
　恵那で暮らし始める新婚さんや、恵那で住まいを構えたい家族など、恵那の地で安心して子育て
をしていただくために、住む人それぞれのライフスタイルに応じた「恵那暮らし」をサポートします。
まずは気軽に相談ください。
□問い合わせ　移住・定住チーム（市役所北庁舎）志２６-２１１１（内線５２５）

一戸建てに
住もまいか事業

★平成２８年４月１日～３３年３月３１日
に土地・建物を取得（登記）

★夫婦の満年齢が合計８０歳以下、ま
たは１６歳未満の子どもがいる

住宅を取得する際に宅地購入費の１０分
の１を補助（最大５０万円）

親元で
暮らそまいか事業

★平成２８年４月１日～３３年３月３１日
に補助対象事業を実施
★親と同居または近居（同一町内）

★夫婦の満年齢が合計８０歳以下、ま
たは１６歳未満の子どもがいる

同居・近居をするための住宅取得費や
増改築工事費などに最大５０万円補助

定住促進奨励金

★平成２８年１月２日～３３年３月３１日
に新築住宅を取得（登記）

★取得した住宅に市外から転入

移住者が市内に新築住宅を建てたり
購入したりした際に２５万円交付

空き家改修事業

★「恵那市空き家バンク」の登録物件

★改修完了後、３０日以内に居住

空き家バンクに登録された物件を住居
として活用する場合、改修費の２分の
１を補助（最大１００万円）

新婚おめで１０
とう

事業

★平成２８年４月１日～３３年３月３１日
に婚姻

★夫婦の満年齢が合わせて８０歳以下

結婚時に恵那市ならではのお祝い品
１０万円分をプレゼント

新婚生活
はじめよまいか事業

★平成２８年４月１日～３３年３月３１日
に新たにアパートに入居

★結婚後３年以内で夫婦の満年齢が
合わせて８０歳以下（利用登録申請時）

アパートの家賃を毎月１万円補助
（最大３年間）

地域の維持に向けた
人口減少対策として
子育て世代の移住・定住を進めています

お祝い品

１０万円分
プレゼント

毎月家賃

１万円
補助

最大

５０万円
補助

最大

５０万円
補助

２５万円
交付

最大

１００万円
補助

事業の対象期間　平成２８～３２年度 事業の対象期間　平成２８～３２年度

事業の対象期間　平成２８～３２年度

※土地・建物取得登記のいずれか遅い方から半年
以内に申請

事業の対象期間　平成２８～３２年度

事業の対象期間　平成２８年１月２日～３２年度 事業の対象期間　平成２８～３２年度

※賃貸借、売買契約締結日から半年以内に申請
（必ず着工前に申請ください）

※事業完了の半年以内に申請

※平成２８年１０月１日申請開始
※入居後半年以内に制度利用登録

結婚したカップルをお祝いします

　「新婚おめで１
と う

０事業」若者世代の新婚カップルに
１０万円分のお祝い品をプレゼント
　若者世代が恵那市に移住・定住することを推進するため、若者世代の新婚カップルに市内の企業など
が提供するお祝い品１０万円分相当をプレゼントします。
□対象　次の❶～❹の全てを満たす方。
❶平成２８年 4月 1日～平成３３年 3月３１日に婚姻した方❷婚
姻時に夫婦の合計満年齢が８０歳以下で、恵那市民の方❸申請
時に、夫婦共に 3年以上恵那市に居住する意思がある方❹申
請時に、夫婦共に本市の市税などの滞納がない方
※婚姻後半年以内に申請ください（平成２８年 4月から 9月に
婚姻した方は、平成２８年度末まで申請できます）
□申請方法　9月下旬に発刊するカタログから、お好きなお祝
い品１０万円分を選び、移住・定住チームに備え付けの申請書
に必要事項を記入の上提出ください。
※カタログは移住・定住チームや市役所受付、各振興事務所で
入手できます。希望者には送付もできます
□申請開始日　１０月１日（受け付けは土日祝を除く）

問　移住・定住チーム（北庁舎、内線５２５）

　市の窓口（市民環境課や各振興事務所）で出生届を提出した方に、お祝いの
気持ちを込めてメッセージカードと市公式キャラクター「エーナ」がプリント
された乳児用コップ、ハンカチセットをプレゼントします。

問　 子育て支援チーム（内線１９１）

※平成２８年１月２日～３月３１日の取得者の申請
期限は９月３０日

一戸建てに
住もまいか事業

親元で
暮らそまいか事業

新婚おめで１０
とう

事業

新婚生活
はじめよまいか事業

定住促進奨励金 空き家改修事業

　市の窓口（市民環境課や各振興事務所）で婚姻届を提出した方に、
お祝いの気持ちを込めてメッセージカードなどを渡します。
□内容　メッセージカード、「新婚おめで１０事業」案内、移住定住
推進事業パンフレット

　「ご結婚おめでとう」メッセージカード

こんな商品が選べます

　地域特産品・コメ・野菜
　宿泊施設ペア利用券
　飛騨牛肉セット
　高級家具
　木工製品　
　…など数十種類の商品を用意！

２万円・３万円・５万円・１０万
円の商品から選び、組み合わせ
て合計１０万円にしてね

赤ちゃんの誕生をお祝いします

　「ご出産おめでとう」プレゼント

かわいいギフトセットに
メッセージカードを添えて
お渡しします

赤ちゃん
の

お世話な
どに

使ってね

申問　：問い合わせ　　：申し込み
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県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に

補
装
具
（
車
い
す
、
装
具
な
ど
）

の
交
付
と
修
理
の
た
め
の
相
談
や

判
定
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
１３
日
㈫
午
後
２
時

～
４
時
　（
受
け
付
け
は
午
後
３

時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
岩
村
保
健
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
２
）

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
（
都
市

計
画
税
）
課
税
の
た
め
、
平
成
２８

年
１
月
２
日
か
ら
平
成
２９
年
１
月

１
日
ま
で
に
新
築
や
増
築
し
た
家

屋
の
評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
の

家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
員
は

必
ず
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
う

と
き
に
は
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ

い
。

□
調
査
日
時
　
事
前
に
連
絡
し
ま

す□
調
査
内
容
　
家
屋
の
構
造
や
各

部
分
の
仕
上
げ
な
ど
を
確
認
（
所

要
時
間
は
１
時
間
程
度
）

□
用
意
す
る
物
　
認
め
印
と
建
築

確
認
通
知
書
な
ど

□
そ
の
他
　
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
税
務
課
か
最
寄
り
の
振

興
事
務
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
６
）

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

□
と
き
　
９
月
２４
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
３
４
５
）

　
交
通
事
故
に
よ
る
過
失
割
合
や

損
害
賠
償
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
こ
ろ
・
日
に
ち
　
▽
可
茂
総

合
庁
舎
＝
９
月
９
日
㈮
　
▽
飛
騨

総
合
庁
舎
＝
９
月
２８
日
㈬

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

□
相
談
方
法
　
面
接

□
定
員
　
各
６
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
す
る

※
電
話
で
の
相
談
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す

　
　
　
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
︱
２
７
７
︱
１
０

０
１

　
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
「
ア
ク

ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
で
は
、
敬
老
の

日
特
別
企
画
と
し
て
、
期
間
中
は

６５
歳
以
上
の
方
の
入
館
料
を
無
料

に
し
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
１７
日
㈯
～
２０
日
㈫

▽
平
日
＝
午
前
９
時
半
～
午
後
５

時
　
▽
土
日
祝
＝
午
前
９
時
半
～

午
後
６
時

※
最
終
入
館
は
閉
館
の
１
時
間
前

□
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
、
年
齢
を
確
認
で
き

る
も
の

□
そ
の
他
　
通
常
料
金
は
、
大
人

１
５
０
０
円
、
中
高
生
１
１
０
０

円
、小
学
生
７
５
０
円
、幼
児
（
３

歳
以
上
）
３
７
０
円
で
す
。

　
　
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
志
０

５
８
６
︱
８
９
︱
８
２
０
０

　消費税率の引き上げによる負担を緩和するた
め、住民税が非課税の方に支給される「臨時福祉
給付金」と、一億総活躍社会の実現に向け、賃金
引き上げの恩恵が及びにくい年金受給者の方で住
民税が非課税の方に支給される「障害・遺族年金
受給者向け給付金」の２種類の給付金の申請受け
付けが始まります。給付金を受け取るには申請書
の提出が必要です。支給対象となる可能性のある
方には、９月初めに申請書を発送します。申請書
が届いたら必要事項を記入し、必要書類を添えて
同封の返信用封筒で返送ください。
申請方法と支給方法

□対象　▷臨時福祉給付金＝次の条件を全て満た
す方。❶平成２８年１月１日時点で市内に住民票
がある方❷平成２８年度の市民税が非課税の方、
非課税の方の扶養親族の方（生活保護受給者は除
く）　▷障害・遺族年金受給者向け給付金＝「臨
時福祉給付金」対象者のうち、平成２８年５月分
の障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方

（高齢者向け給付金の３万円を受給した方を除く）
□支給額　▷臨時福祉給付金＝３千円／人　▷障
害・遺族年金受給者向け給付金＝３万円／人
□受付期間　９月５日㈪～１２月２８日㈬（郵送
の場合は最終日の消印有効）

□提出方法　申請書に同封する返信用封筒での郵
送が原則ですが、窓口でも受け付けます。
□必要書類　申請書の他、対象となる可能性のあ
る方（申請書に印字のある方）全員分の本人確認
書類（運転免許証や健康保険証など）の写し、振
込先口座の通帳かキャッシュカードの写し（障害・
遺族年金受給者向け給付金を申請する場合は年金
受給を証明する書類の写し）
□提出先　臨時福祉給付金等支給業務推進本部　

（各振興事務所では窓口受け取りのみ）　
□窓口での受付時間　平日の午前８時半～午後５
時１５分　
□支給方法　原則として、申請書で指定された金
融機関口座へ振り込みます。申請の受け付けから
給付金が振り込まれるまで、1 カ月半程度かかる
見込みです。
注意事項

申請書は支給対象となる可能性のある方に発送し
ますので、支給が確定しているわけではありませ
ん。申請書を提出しても、その後の審査で要件を
満たさないことが判明し、不支給となる場合があ
ります。
　　臨時福祉給付金等支給業務推進本部（本庁舎
１階、内線２２８）
問

臨時福祉給付金の申請受け付けが始まります
９月５日～

市ファミリー・サポート・センターの
事務所が移転しました

　市ファミリー・サポート・センターの事務所が９
月１日から移転しました。新しい事務所は、阿木川
沿いにあるログハウスです。
明るくて広い託児スペース、
駐車場を完備し、さらに利用
しやすくなっています。お
子さんを連れて、散歩がて
ら気軽にお越しください。
新事務所の住所

長島町正家６１３-１０東濃地域木材流通センター木
キー

ポ
イント内ログハウス

（旧事務所での業務は 8 月３１日で終了）
　　市ファミリー・サポート・センター志２５-７１２
１（電話番号は移転前と同じです）

　県外からの移住者や県内の多子世帯、新婚世帯が空き家を改修して移住・定住する際に、県が
改修費の一部を補助します。
□対象　❶県外からの移住者　❷県内に居住する多子世帯　❸県内に居住する新婚世帯　
❹❶～❸と契約した空き家の所有者、賃借権者
※申請の際は、恵那市移住・定住チームが発行する「空き家であることの確認書」が必要です
□補助率　補助対象事業費の３分の１（上限１００万円）
※申請額の総額が予算上限に到達次第募集終了
□申請方法　詳しくは、県庁ウェブサイト（岐阜県空き家活用支援事業費補助金で検索）をご覧
ください。
　　　　県庁清流の国づくり政策課移住定住係志０５８-２７２-８０７８
　　移住・定住チーム（北庁舎、内線５２５）

案
内

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
で
６５

歳
以
上
の
入
館
料
が
無
料

身
体
障
が
い
者
の
補
装
具

な
ど
の
巡
回
相
談
を
開
催

新
増
築
家
屋
調
査
に
協
力

く
だ
さ
い

交
通
事
故
巡
回
の
無
料
相

談
を
開
催

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で

抹
茶
の
お
も
て
な
し

▲新しい事務所

空き家を改修して
岐阜県に定住しませんか
空き家を改修して移住・定住する際に、
県が改修費の一部を補助します

▲アシカショーは毎日開催 ▲趣のある中山道ひし屋資料館で抹茶を

問

申・問

問

問

申
・

問

問問

問
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□
と
き
　
１０
月
２
日
㈰
午
前
１１
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
か
ん
ぽ
の
宿
恵
那

（
大
井
町
）

□
対
象
　
独
身
の
男
女
。
年
齢
と

婚
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。（
男
性
は

市
内
在
住
者
で
、
登
録
が
必
要
）

□
定
員
　
男
女
各
１５
人（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
男
性
＝
５
０
０
０
円

▽
女
性
＝
２
０
０
０
円

□
内
容
　
食
事
を
取
り
な
が
ら
の

交
流
会

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込

書
か
任
意
の
様
式
に
❶
住
所
❷
氏

名
❸
性
別
❹
年
齢
❺
電
話
番
号
❻

職
業
❼
趣
味
︱
を
記
入
し
直
接
持

参
か
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
９
月
１５
日
㈭
必
着

　
　
　
　
〒
５
０
９
︱
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
移
住
・
定
住
チ
ー

ム
（
北
庁
舎
内
、
内
線
５
２
６
）、

思
２
５
︱
８
２
０
８
、
糸enag

urashi@
city.ena.lg.jp

　

　
　
恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所

運
営
協
議
会
（
林
）
志
０
８
０
︱

２
６
１
８
︱
５
５
０
６

　「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
患
者
家
族

を
な
く
そ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、

日
頃
閉
鎖
的
に
な
り
や
す
い
難
病

患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た

難
病
医
療
福
祉
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

□
と
き
　
９
月
２５
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時

半
～
３
時
）

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館

□
内
容
　
神
経
内
科
、整
形
外
科
、

膠こ
う

原げ
ん

病
内
科
専
門
医
に
よ
る
相
談

会
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ

る
福
祉
相
談
、
就
労
・
職
場
の
悩

み
相
談
、
出
張
「
お
し
ゃ
べ
り
広

場
」
病
気
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の

相
談

　
　
難
病
生
き
が
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協

議
会
志
０
５
８
︱
２
１
４
︱
８
７

３
３

　
市
で
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
防
災
ア
カ
デ

ミ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
講
す
る

と
、
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識

や
技
術
が
習
得
で
き
、
防
災
士
認

証
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
平
時
に
は
地
域
の
防
災
訓
練
や

研
修
を
行
い
、
災
害
時
に
は
避
難

の
支
援
や
救
援
活
動
を
行
う
人
材

を
養
成
し
、
地
域
の
自
助
や
共
助

に
よ
る
防
災
力
を
高
め
ま
す
。

防
災
ア
カ
デ
ミ
ー

□
と
き
　
１０
月
９
日
、１１
月
２０
日
、

１２
月
４
日
、
１
月
１５
日
（
毎
回
日

曜
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時（
全

４
回
）

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
で
、

原
則
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方

□
定
員
　
５０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
危
機
管
理

チ
ー
ム
や
各
振
興
事
務
所
に
備
え

付
け
の
申
込
書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.j

p/

）か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈮

□
そ
の
他
　
受
講
者
に
は
市
が
発

行
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
証
を
授
与

し
ま
す
。

防
災
士
認
証
試
験

□
と
き
　
１
月
１５
日
㈰
午
後
４
時

～
５
時

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
を
全

て
受
講
し
、
防
災
士
機
構
が
求
め

る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
方

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
合
格
者

は
別
途
、
登
録
料
５
０
０
０
円
が

必
要
で
す
）

□
補
助
金
　
市
内
に
住
所
が
あ

る
合
格
者
に
は
、
経
費
の
半
額

（
４
０
０
０
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
危
機
管
理
チ
ー
ム
（
本

庁
舎
３
階
、
内
線
３
５
４
）

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
は
つ
ら
つ

と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介

護
予
防
の
た
め
の
健
康
シ
ニ
ア
応

援
塾
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
講
師
に
よ
る
筋
ト
レ
や

チ
ェ
ア
（
椅
子
）
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

脳
ト
レ
、
口こ

う

腔く
う

機
能
向
上
や
栄
養

面
に
関
す
る
事
を
学
び
、
健
康
な

心
と
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

□
と
き
　
１０
月
６
日
～
１２
月
２２
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
半
～

３
時
（
全
１２
回
）

□
と
こ
ろ
　
飯
峡
会
館（
岩
村
町
）

※
送
迎
あ
り
（
要
相
談
）

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
お
お

む
ね
６５
歳
以
上
の
方

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
８
０
０
円
（
保
険
料
）

□
締
め
切
り
　
９
月
２０
日
㈫

※
本
人
が
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
７
）

　
市
で
は
、
上
下
水
道
の
検
針
時

に
発
行
す
る
検
針
票
に
掲
載
す
る

広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。
自
主
財

源
の
確
保
や
広
告
主
な
ど
の
営
業

活
動
の
支
援
な
ど
が
目
的
で
す
。

□
対
象
　
法
人
と
個
人

□
内
容
　
検
針
票
裏
面
に
単
色

（
青
色
）
で
広
告
を
掲
載

□
募
集
枠
　
２
枠
（
１
枠
、
縦
６０

㍉
×
横
６９
・
５
㍉
）

□
料
金
　
１
枠
５
万
円
（
税
抜
）

以
上
（
申
し
込
み
後
に
入
札
を
行

い
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
上
下
水
道
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の

上
、
申
し
込
む

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.

jp

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈮

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
本
庁
舎

２
階
、
内
線
２
２
２
）

　
公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
地
域
文
化
財
団
で
は
、
長
年
地

域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
き
た

団
体
、特
に
地
域
の
音
楽
や
美
術
、

演
劇
、
伝
統
芸
能
の
各
分
野
で
努

力
し
て
い
る
団
体
を
対
象
に
、
助

成
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

□
部
門
　
音
楽
部
門
、演
劇
部
門
、

伝
統
芸
能
部
門
、
美
術
展
部
門

□
対
象
　
平
成
２９
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
公

演
や
展
覧
会
を
開
催
す
る
団
体
。

音
楽
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
部
門
は

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
。
過

去
に
当
財
団
か
ら
の
助
成
を
受
け

た
団
体
は
５
年
超
経
過
し
て
い
る

こ
と

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈬
（
当

日
消
印
有
効
）

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る
。
応
募
書
類
や
募
集

要
項
は
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.m
ut-tiikibun

kazaidan.or.jp

）か
ら
入
手

　
　
　
　
〒
１
０
３
︱
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︱
２
︱

４
日
本
橋
ビ
ル
（
公
財
）
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
事
務
局

志
０
３
︱
３
２
７
２
︱
６
９
９
３

思
０
３
︱
３
２
７
２
︱
６
９
９
４

　岩村城跡は約１.７㌔に及ぶ壮大な石垣を残し
ており、日本百名城の一つ（県内では岐阜城と岩
村城のみ）で日本三大山城の一つにも数えられて
います。しかし、残念ながら建物は現存しません。
　そこで、この度『岩村城絵図』を基に忠実に再
現した「岩村城再現 CG

※

映像」を制作しました。
９月１日㈭から岩村城跡で公開します。城内１５
カ所に設置した看板から、ＱＲコードをスマート
フォンなどで読み取ると、ナレーション付きの映

像を見ることができます。在りし日の岩村城と現
在の風景を現地で重ねて、往事を想像してみてく
ださい。
　　岩村振興事務所志４３-２１１１

岩村城再現

CGビューア公開

案
内

健
康
シ
ニ
ア
応
援
塾
の
受

講
者

地
域
文
化
の
振
興
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

上
下
水
道
検
針
票
に
掲
載

す
る
広
告
主

ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

岩村城がよみがえる！？
日本三大山城の一つ、岩村城をＣＧで再現します

募
集

防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講

者

難
病
医
療
福
祉
相
談
会
を

開
催

▲防災の知識を習得する

▲地域の伝統芸能

再現ＣＧ映像のイメージ

　スマートフォンなどでＱＲコードを読み
取ると、サンプル映像を見ることができま
す（ナレーション付きなので音声をＯＮに
してご覧ください）

▶
※ＣＧ…コンピューターで作成する画像などのこと

申問　：問い合わせ　　：申し込み

問

問

申
・
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問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

申
・

15 142016.9.1 広報えな



　
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
中
部
地

方
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
認
定
都
市

（
高
山
市
、
亀
山
市
、
犬
山
市
、

恵
那
市
、
美
濃
市
、
明
和
町
、
岐

阜
市
、
郡
上
市
、
名
古
屋
市
、
伊

賀
市
、岡
崎
市
）
で
実
施
す
る
「
歴

ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　
中
部
地
方
に
息
づ
く
た
く
さ
ん

の
歴
史
や
文
化
を
地
域
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
拡

大
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

□
撮
影
対
象
　
歴
史
的
建
造
物
や

風
景
、
活
動
な
ど

※
歴
史
ま
ち
づ
く
り
認
定
都
市
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
に
限
る

□
表
彰
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
認
定

都
市
首
長
賞
（
計
１１
点
）

□
賞
品
な
ど
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り

認
定
都
市
ゆ
か
り
の
賞
品
を
各
受

賞
者
に
郵
送
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ

た
写
真
は
、
国
土
交
通
省
中
部
地

方
整
備
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開

し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
写
真
の
題

名
❷
説
明
・
コ
メ
ン
ト
❸
撮
影
場

所
❹
撮
影
年
月
日
❺
氏
名
❻
住
所

❼
電
話
番
号
︱
を
明
記
し
、
写

真
（
５
㍋
バ
イ
ト
以
下
で
Ｊ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
フ
ァ
イ
ル
）
を
添
付
し
て
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
１
人
１
作
品
の
み

□
締
め
切
り
　
９
月
１５
日
㈭

　
　
　
　
歴
ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
事
務
局
（
国
土
交
通
省
中
部

地
方
整
備
局
建
政
部
計
画
管
理
課

内
）
志
０
５
２
︱
９
５
３
︱
８
５

７
１
、
糸cbr-keikakukanr

i@
m
lit.go.jp

　
秋
の
味
覚
、
ク
リ
で
栗
き
ん
と

ん
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
栗
き
ん
と

ん
や
ク
リ
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方

大
歓
迎
で
す
。
栗
き
ん
と
ん
作
り

の
名
人
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の

で
、
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
作

れ
ま
す
。
１
月
に
は
実
際
に
ク
リ

の
木
を
切
る
体
験
も
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
７
日
㈮
午
前
９
時

半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
１
月
１５
日
㈰
か
１８
日
㈬

に
行
う
基
本
技
術
講
習
会
（
実
際

に
木
を
切
り
ま
す
）
に
も
参
加
で

き
る
方
（
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま

す
）

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
肥
田
明
美
さ
ん

□
持
ち
物
　
頭
巾
、
エ
プ
ロ
ン

□
締
め
切
り
　
９
月
２８
日
㈬

　
　
　
　
恵
那
農
林
事
務
所
志
２

６
︱
１
１
１
１
（
内
線
３
８
８
）

　（
一
財
）
中
津
川
・
恵
那
地
域

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
）
の
会
員
に
な

る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　
ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
の
会
員
に
な
る

と
、
健
康
診
断
受
診
料
の
助
成
や

慶
弔
共
済
給
付
、
チ
ケ
ッ
ト
の

あ
っ
せ
ん
、
各
種
優
待
・
割
引
な

ど
、
福
利
厚
生
の
充
実
が
図
れ
ま

す
。

□
対
象
　
３
０
０
人
以
下
（
１
人

事
業
所
で
も
可
）
で
資
本
金
３
億

円
以
下
の
事
業
所

※
３
０
０
人
を
超
え
る
事
業
所
は

賛
助
会
員
と
し
て
の
加
入
が
可

□
料
金
　
▽
入
会
金
＝
１
０
０
０

円
／
人
　
▽
会
費
＝
月
６
０
０
円

／
人

□
申
し
込
み
方
法
　
事
業
所
単
位

で
入
会
（
個
人
で
の
入
会
不
可
）

　
　
　
　
ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
事
務
局

志
０
５
７
３
︱
６
５
︱
１
１
７
７

　
　
商
工
振
興
・
雇
用
創
出
チ
ー

ム
（
内
線
３
９
３
）

□
種
目
　
防
衛
大
学
校
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

□
対
象
　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

～
２１
歳
未
満

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈮

□
そ
の
他
　
申
し
込
み
方
法
や
願

書
の
請
求
に
関
し
て
の
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
恵
那
地
域
事
務
所
志
２
６
︱

４
３
１
０

　
県
南
ひ
だ
健
康
道
場
で
は
、
森

林
浴
な
ど
の
体
験
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
２３
日
㈮
、
１１
月
４

日
㈮

□
と
こ
ろ
　
県
南
ひ
だ
健
康
道
場

（
下
呂
市
）

□
定
員
　
４０
人
（
抽
選
）

□
料
金
　
１
０
０
０
円

□
そ
の
他
　
無
料
バ
ス
の
運
行
を

行
い
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
詳
細
に
つ
い

て
は
、
南
ひ
だ
健
康
道
場
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w
w
w
.pr

ef.gifu.lg.jp/kodom
o/ke

nko/horei/11221/index
_16832.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
県
南
ひ
だ
健
康
道
場
志
０
５

７
６
︱
５
５
︱
０
０
１
０

問

　

い
つ
も
市
民
講
座
を
楽
し
く
受

講
し
て
い
ま
す
。
野
外
で
の
講
座

で
植
物
の
名
前
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
豊
か
な
自
然
や
素
晴
ら

し
い
景
色
に
感
動
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

た
だ
４
月
の
花
の
良
い
時
期
に

講
座
が
無
く
毎
年
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。
前
期
の
受
け
付
け
を
３

月
に
し
て
４
月
か
ら
開
講
す
る
と

か
、
後
期
の
講
座
を
４
月
ま
で
に

す
る
と
か
、
な
ん
と
か
工
夫
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

（
大
井
町
・
河
瀬
さ
ん
）

　
い
つ
も
市
民
講
座
を
受

講
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
大
学
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
恵
那
三
学
塾
」
を
前
期
・

市
民
講
座
の
開
始
を
春

の
開
花
時
期
に
し
て
は

後
期
に
分
け
て
作
成
し
、
中
央
公

民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
や
地
区

コ
ミ
セ
ン
で
の
市
民
講
座
を
中
心

に
、
三
学
の
ま
ち
講
座
、
出
前
講

座
、大
学
等
と
の
連
携
講
座
な
ど
、

市
民
の
皆
様
の
学
び
の
機
会
の
情

報
を
体
系
的
、総
合
的
に
提
供
し
、

多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
各
講
座
の
講
師
の
確
保
や
内
容

の
取
り
ま
と
め
、
募
集
、
申
し
込

み
受
け
付
け
な
ど
の
事
務
を
集
中

的
に
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
年

度
を
ま
た
ぐ
時
期
に
行
う
こ
と
は

市
民
講
座
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
に

懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
基
本
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
せ
っ
か
く
の
機
会
を

逃
し
て
し
ま
う
の
は
非
常
に
残
念

で
す
の
で
、
今
回
い
た
だ
い
た
意

見
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
「
恵
那
三
学
塾
」
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
で
企
画
し
て
い
た

だ
く
「
自
主
企
画
講
座
」
の
メ

ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
た
だ
く
方
法
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
）

　

市
で
１
回
３
０
０
円
分
を
補
助

し
て
い
る
風
呂
の
券
は
、
現
在
４

回
分
の
発
行
で
す
が
、
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
大
井
町
・
今
西
さ
ん
）

　
市
で
は
、
高
齢
者
な
ど

の
閉
じ
こ
も
り
を
防
止

し
、
介
護
予
防
を
図
り
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
な
ど
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
市
高
齢
者
等
温
泉
施
設
利

用
助
成
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対

象
と
し
て
、
市
内
の
温
泉
施
設
４

カ
所
の
利
用
に
際
し
利
用
料
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
１
回
の

利
用
に
つ
き
１
人
３
０
０
円
で
、

個
人
で
の
利
用
は
年
４
回
ま
で
、

団
体
の
場
合
は
何
回
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
温
泉
施
設
利
用
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
グ

ル
ー
プ
や
各
種
団
体
、
近
所
の
方

同
士
な
ど
、
対
象
と
な
る
方
の
み

で
構
成
す
る
３
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
れ
ば
、
団
体
と
し
て
申
請

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ

さ
い
。

　
個
人
の
場
合
は
即
日
発
行
が
で

き
ま
す
が
、
団
体
の
場
合
は
利
用

日
の
約
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
高
齢
福
祉
課
）

　

明
知
鉄
道
の
東
野
駅
の
ホ
ー
ム

と
電
車
の
ス
テ
ッ
プ
の
段
差
が
あ

り
、
高
齢
者
で
は
乗
り
降
り
が
大

変
で
す
。
都
会
で
は
ホ
ー
ム
と
ス

テ
ッ
プ
の
段
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。

弱
年
者
に
優
し
い
よ
う
に
、
古
く

改
良
さ
れ
て
い
な
い
ホ
ー
ム
を
調

べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
東
野
・
松
浦
さ
ん
）

　
明
知
鉄
道
東
野
駅
の

段
差
に
つ
い
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
約
３０
㌢
の
段
差
が
あ

り
ま
し
た
。

　
明
知
鉄
道
の
担
当
者
に
伝
え
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
は
旧
国
鉄
時
代
の

名
残
で
あ
り
、
低
床
ホ
ー
ム
と
言

わ
れ
る
も
の
と
の
こ
と
で
す
。
明

知
鉄
道
沿
線
駅
に
、
東
野
駅
と
同

種
の
ホ
ー
ム
が
阿
木
駅
と
飯
羽
間

駅
、
岩
村
駅
の
３
カ
所
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
山
岡
駅
と
明
智
駅
も

低
床
ホ
ー
ム
で
し
た
が
、
昨
年
度

ま
で
に
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

　
明
知
鉄
道
で
は
、
安
全
に
運
行

す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
改
修
の
み
な

ら
ず
、
枕
木
交
換
や
レ
ー
ル
交
換

な
ど
を
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
の
方
に
不
便
を
お
掛
け
し
て

い
ま
す
が
、
順
次
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
観
光
交
流
課
）

温
泉
施
設
利
用
の
助
成

回
数
を
増
や
し
て

電
車
と
ホ
ー
ム
の
段
差

を
改
良
し
て
ほ
し
い

募
集

問

ジ
ョ
イ
セ
ブ
ン
会
員
事
業

所

歴
ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品

平
成
２９
年
入
校
の
防
衛
大

学
校
な
ど
の
学
生

森
林
浴
な
ど
の
体
験
講
座

の
参
加
者

栗
き
ん
と
ん
作
り
講
座
の

受
講
生

問

▲歴史的建造物や風景を切り取る

▲ジョイセブンのカード

▲明知鉄道東野駅のホームの段差を確認（６月撮影）

問

申
・

問

申
・

問

申
・
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昼
は
岩
村
町
内
か
根
の
上
高

原
で
、
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
食

べ
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
の
毎
週
水
曜
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
１０
月
１２
日
㈬
は
開
催
し
ま
せ

ん□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン
集

合□
定
員
　
各
４
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
３
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

※
マ
フ
ラ
ー
の
機
織
り
体
験
を

希
望
の
方
は
、
別
途
１
５
０
０

円
が
必
要

□
締
め
切
り
　
各
開
催
日
の
５

日
前

　
　
　
　
岩
村
の
歴
史
と
文
化

と
未
来
を
語
る
染
織
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
田
口
）
志
０
９
０
―

４
７
９
８
―
０
７
９
８
糸tgc

osm
@

hotm
ail.com

つ
切
（
共
に
ワ
イ
ド
可
）、
デ

ジ
タ
ル
画
像
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
も

可□
応
募
先
　
三
郷
町
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
（
三
郷
振
興
事
務
所

内
）

□
締
め
切
り
　
１０
月
３０
日
㈰
当

日
消
印
有
効

□
そ
の
他
　
応
募
用
紙
や
詳
し

い
募
集
要
項
は
、
三
郷
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://m

isatohp.
w

ebnode.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
１
２

４
恵
那
市
三
郷
町
佐
々
良
木

１
８
３
９
番
地
４
（
三
郷
振
興

事
務
所
内
） 

三
郷
町
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
「
み
さ
と
Ｄ
Ｅ
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係
志
２
８
―

１
０
０
１

　
秋
の
１
日
に
自
然
豊
か
な
岩

村
地
域
周
辺
を
散
策
し
て
、
自

分
で
採
取
し
た
草
木
染
染
料
と

な
る
植
物
を
煮
出
し
て
、
ハ
ン

カ
チ
な
ど
に
草
木
染
め
を
し
ま

す
。

　
昼
は
岩
村
町
内
や
根
の
上
高

原
な
ど
で
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を

食
べ
な
が
ら
、
１
日
ゆ
っ
た
り

と
草
木
染
め
を
し
て
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
で
き
あ
が
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
は
当
日
持
ち
帰
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

□
と
き
　
１０
月
の
毎
週
水
曜
日

と
日
曜
日
午
前
１０
時
～
午
後
３

時※
１０
月
１２
日
㈬
は
開
催
し
ま
せ

ん□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン
集

合□
定
員
　
各
５
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
３
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

※
マ
フ
ラ
ー
の
草
木
染
め
を
希

望
の
方
は
、
別
途
１
５
０
０
円

が
必
要

　
三
郷
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

に
よ
る｢

み
さ
と
Ｄ
Ｅ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト｣

を
実
施
し
ま
す
。

三
郷
町
の
魅
力
の
再
発
見
と
、

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
三

郷
町
に
ま
つ
わ
る
題
材
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

□
各
賞
　
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
１

点
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
賞
１
点
、
伝

統･

文
化
賞
１
点
、
景
観･

風

景
賞
１
点
、
特
別
賞
数
点

□
題
材
　
三
郷
町
内
の
人
、
伝

統
文
化
、
風
景
な
ど

□
応
募
資
格
　
プ
ロ
、
ア
マ

チ
ュ
ア
は
問
い
ま
せ
ん

□
応
募
サ
イ
ズ
　
四
つ
切
、
六

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
社

会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学
も

歓
迎
で
す
。

　
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

□
と
こ
ろ
　
▽
恵
那
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
場
＝
９
月
１４
日
～
１１
月

９
日
（
毎
週
水
曜
日
）　
▽
岩

村
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
＝
９
月

１６
日
～
１１
月
４
日
（
毎
週
金
曜

日
）

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
身
体
・
療
育
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ

方
、
難
病
疾
患
の
方
、
６５
歳
以

上
の
高
齢
者

□
定
員
　
各
１０
人
程
度
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、メ
ー
ル
、ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
な
ど
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
に
は
先

着
４
台
ま
で
貸
し
出
し
も
で
き

ま
す
）、
筆
記
用
具

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
途
中
参
加
も
可
能
で
す

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
こ

れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

い
方
や
、
も
う
少
し
研
究
し
て

み
た
い
と
い
う
方
に
お
薦
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

　
初
心
者
に
は
個
別
指
導
も
行

い
ま
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

□
と
き
　
１０
月
１
日
、２２
日（
毎

回
土
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
正

午
（
全
２
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の

方
や
そ
の
家
族
、
友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け

の
各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
パ

ソ
コ
ン
を
学
習
し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す□
そ
の
他
　
２
日
間
と
も
正
午

か
ら
午
後
２
時
に
交
流
会
が
あ

り
ま
す
。
出
前
ラ
ン
チ（
実
費
）

を
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―

３
１
１
７

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
１０
月
４
日
㈫
、
１３
日

㈭
、
１８
日
㈫
、
２５
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

年
賀
状
を
作
ろ
う
講
座

□
と
き
　
１０
月
６
日
～
１２
月
８

日
（
１１
月
３
日
と
２４
日
を
除
く

毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～
３

時
（
全
８
回
）

□
対
象
　
文
字
入
力
が
で
き
、

筆
ぐ
る
め
か
筆
ま
め
、
筆
王
、

ワ
ー
ド
が
入
っ
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
を
持
参
で
き
る
方

□
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
ワ
ー
ド
や
筆
ぐ
る

め
、
筆
ま
め
、
筆
王
の
ソ
フ
ト

を
使
い
、
年
賀
は
が
き
の
表
面

と
裏
面
の
作
成
方
法
を
学
び
ま

す
。

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
０
８
０
円
か

ら
１
５
０
０
円
程
度
が
必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
９
月
１０
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
９
月

２６
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優

先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者
の
受

講
の
可
否
は
９
月
２７
日
㈫
以
降

に
連
絡
し
ま
す

□
そ
の
他
　
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分

か
ら
な
い
方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
お
月
見
を
楽
し
む
秋
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
二
胡
奏
者

の
浅
井
禮れ

い
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
美
術
館
に
響
き
渡
る
音
色
を

聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
は
、
こ

の
日
だ
け
の
特
別
な
和
菓
子
と

抹
茶
を
味
わ
え
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
２５
日
㈰
午
後
６

時
半
～
８
時
半
（
開
場
は
午
後

６
時
）

□
と
こ
ろ
　
横
井
照
子
ひ
な
げ

し
美
術
館
（
大
井
町
）

□
定
員
　
４０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
は
１
０
０
０
円
）

※
和
菓
子
と
抹
茶
付
き

　
　
　
　（
一
財
）
横
井
照
子

ひ
な
げ
し
美
術
館
志
２
０
―
１

１
８
１
（
月
曜
日
休
館
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　市長公室広
報広聴係志２６-２１１１（内線３２３）

パ
ソ
コ
ン
１０
月
期
講
座

の
受
講
生
を
募
集

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
生
を
募
集

草
木
染
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
を
募
集

三
郷
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
募
集

▲懐かしい機織りを体験

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

卓
上
織
機
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
募
集

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催

▲昨年の特選受賞作品

▲カラフルな草木染めを体験

申
・
問

□
持
ち
物
　
歩
き
や
す
く
汚
れ

て
も
い
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン

□
締
め
切
り
　
各
開
催
日
の
５

日
前

　
　
　
　
岩
村
の
歴
史
と
文
化

と
未
来
を
語
る
染
織
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
田
口
）
志
０
９
０
―
４

７
９
８
―
０
７
９
８
糸tgcos

m
@

hotm
ail.com

　
昔
懐
か
し
い
機
織
り
を
、
卓

上
織
機
で
気
軽
に
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
１
日
頑
張
っ
て
機
織
り
す
る

と
、
自
分
で
使
う
コ
ー
ス
タ
ー

や
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
マ
フ

ラ
ー
な
ど
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
当

日
持
ち
帰
れ
ま
す
。

▲横井照子『月影』
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